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/.ま えがき  近 年、接老孝〕の老しぃ髪髪なみるとき、土木翻 りの分野にお、ヽても 、 まヽ でゝは

不可能 とさ,tてぃた各杉鯵 夫およυヾたェ法の可能1生が 一段と拡大コ tてきた。

本所えでは、ィ(来の鉄筋コンクリートにおIプる夕酬率のイtりに、無筋コンクリント表面に御嘲阪とエ

ポキシ形湘旨接老夕|セ用ぃて 直 接に接彪む友 する全く議 t、靖裂Z五多大の右用ll■に老口t、こねた

矛葡努そと、た場み合の 材 料 ぁヽよび
｀
ガぢ珀り藷1生換を試験によリジを兼ζtた。その口,りとするところ口、

釦購邊 とコンクリート輝斃Lの平P方を生ゎヽ し、プ しキャスト裂発 による経ジ利ヽ生あせび羨な l生の向上と

|くがって、月計を物のフ。レハフ`イヒのキを柿,問題と街みズに、キ癸計・たェの形ひ牛とィ早るためてある.

2.材 料おょび実験拳備  使 用接形静詭、パテ状のェポキン就ルで、主制と房9k力|と豊量人7:3

〈じ民e癖争半するとィヒす′0さが塩 る。
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打込危zθ略由《釜磁 、ス気裁 5朝 行ぃ 写真―′

Iえ型のぅを自縦等砲じれた。 剣 薇,u sS―イアを用ぃた″

試験術loロー1に 示す。上下縁にア1張・圧縮鉄筋に

オヨ当する0翻陵と接老ぞ成、 斜 `1振鉄筋にオヨ当す0

ものと て` イオl面で'イアオ旬に平錮 を棒老させた。

接老面の表面薬J里とtて、鋼板)■サンデンでさびを

え雀に'揚t、プセトン ベ ンジンてづ者掃ずる。 コン

クリート面ば、ナングーで表面の脆勇詢堆]度ッ去り、

ズにフイヤーブラシで.表面に凹凸をつ|夕てがら、ヤ

1生,熟||で"ヒぃ、たうノ〕(デた てヽンひ彙す0.

接をレl〕( 消を老両面l・平均多″〃程度に着ガ てヽ

たイ立置に重ね、更}t tt Oθ句/″2程のカロ圧をヽ′瑚 行った。余乖1の}キ者キ|〕く押 によされ、率 的卜,ま

コンクリント醍合 あまぴ 強 度
コ ン  ク  リ  ー  ト  ロこ 雀= (′ れ', フ| (セメ,卜とに

(μ)
スランフ゜

(●″ ,

供 試 体
守 ″負ζ̀″,

圧:鰭應ル乾%″"
(″/ε″2)t l  > lk4 7l< (ks) ″ケ` 多々) 万少′1(たヶ 諮J澤争材率 `%

イθθ /6θ ろ/2 湾262 327 イ θ /θ χ2θ 385.ε

回一′ 試 験 桁

55--1



a2～ノ5″″浮になった。 なぉ魏 層1計り23・ι、ラユ度、d多ぅ～7グ%て あ゙った。

3 裁 商グU資 団 -1の ように謝 菫2美誡所とtた,権 工千縁 ・̀串〕張釦版およびコングリント

腹部のひすみ燿1え(」2美)に●フイヤ~ス トレンケーシ
'を、たS、 (ろ姜'あまび瀦 輌水平ずれ

(24美)のガ1セに晨ブ
｀
イヤ,しヶ ジ́と用、ヽた,コンクリント役〕面のひびわ″ιlo肉勝磯贈際:`さり、そ

のな資日立置おせ崚 々どと追跡 たヽ。誡清"写 真―′′2のように てヽジャッキニ θ-5-/θ

-0′ 0‐′θ́ ″卜0場  をタケゲロ、 0-ノθ-2θ‐2ター′a'(冽り康葬御垣,まで′子った。

4.珂鋼鋼通と実離 のしヒ1に 一 夕|とヽ て、ジャッキェ ′θオす0わち P――′θオ鏑 時のひすみ今わ

ツも熊とロー2に 、P=′0′2θオヨ醍鷺嗜ったゎみ9こ 図-3に ふす。

辱璃面のンК平せん断″によるスレ数l`、ガィャル分―ジで層義'と れめ紹 豊ケでぁった。

効嬢晨崚ジャ、ノヤス Za'ォ て
。、之友に起つた。

枷羽安メ椰腹との接弟色せんリフモ城 百′,9檎た房

であった。コ輌錫行,薇鋤機コンクリ́ 卜を発で)oあ

るが、翻 オ勧む力庫 ‰=ノθ.`りc〆と0り、

態 のノ曖因l●接浦面で!oなぃ。孝場弯姜ソ″輌口巾亡

で)o口:デモ メ́ント宅、せんり″力七人きく、従っ

て斜引噺痰力度二人き、ヽ。麟 綺薄に嗅湘場1張

傑麟LttLと を、ヽため、そ次曰槻曖こ起 kた。
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夜お、考¥細について)護 場 口会場にて、スライドにより毅簑 たヽい。

5.率も卓論 各 種の実環ここ′子ったん采 大″《蒻今が得ら'lた。 を 懇 '〕自身の`象たlコ、実用上十分々

ものであつた。1髪̀銅腹を通当量羽、ヽることにより、a燭場コンクリ́ 卜対射生と同時あるぃ,コ、そス)ス

上の面う前力を↓たせられる。今後 この絶の烙老合成糧邊物を設孝)・及工できることが、:Jっきリ

tた夕で、以ヽヽ実肩γヒが期待できる。 ● お この行ι次の特賃)■'欠の遅2りでめる。

(r)ェ場での大量生産ができるので、(■漱的て'あり、標準イヒできる。 また が群橘影理れ豪シ
~さ
スう。

(2)現″易における珠鬱寒ュ〕J梅 |こあらがじめガセツトフ・レ́ 卜峯と泌持 含々オることにより、鋼

縫 とntンを劉吻こェ去を拳用できるのてい_情ドユ・′怪実しかっ通Stである。特l凛かた多に頑撮樋しで
'

ある。フ・じストしスの導入tイ歓 ある。

r3)コングリントに」計ミ御財及,1カフ́りをとらな、ヽので、2年翻機祇の洩勧口をキたら 、ヽ棚 姉療 弦゙る.

(ィ)桁絹造オ1プでなく、オ主・オ及税Mウとtて七イ史口でき.オ場柔・建築専広乾コにわたつて力l漏できる。

また、ル"曖および藩購陰ェ:ムとtて↓すぐrている。
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